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経営効率化への取り組み状況

平成２７年４月

中国電力株式会社

平成 27 年 5 月 15 日

 平成 26 年度決算の一部訂正に伴い訂正
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１．平成２６年度の実績 

（１）平成２６年度の経営効率化実績 

・島根原子力発電所の運転停止により厳しい収支状況が続く中，競争発注の拡大  

などによる請負・資機材等の調達コスト低減やＬＮＧの利用拡大による燃料費の

削減などの継続可能な取り組みに加え，収支改善のための緊急避難的な支出抑制

を可能な限り行ったことから，平成２６年度の経営効率化額は，設備投資・費用

合計で７４０億円となりました。 

平成２６年度 実績

設備投資の効率化 １７０億円 

費用の効率化

修繕費 ２６０億円 

諸経費 １３０億円 

燃料費 １８０億円 

経営効率化額 ７４０億円 

【経営効率化の主な事例】 

 ＜継続可能な事例＞ 

 ○仕様書の詳細化，取引先の開拓等による競争発注の拡大（請負・資機材等調達 

の効率化）【投資・費用共通】 

   ・スマートメーター，柱上変圧器，コンクリート柱の調達における 

    競争発注の拡大 等 

 ○既設設備の有効活用による設備増強・改修の時期および内容・規模の見直し 

  【設備投資】 

   ・ＬＮＧ払出配管敷設工事におけるルート変更を踏まえた工事範囲の縮小 

   ・純水製造装置※設置工事におけるＶＥ発注方式（取引先提案を募集する 

    方式）の採用および汎用品の採用，既設設備の効果的な活用 等 

      ※：ボイラには純度の高い水を供給する必要があり，純水製造装置とは， 

        ボイラに供給する純水を製造する装置。 

 ○施工範囲および施工方法の見直し【修繕費】 

   ・発電所内変圧器の余寿命診断工事における点検範囲の縮小 等 

 ○設備の劣化状況に応じた点検周期および取替時期の見直し【修繕費】 

   ・送電線の懸垂がいし細密点検工事における過去の点検実績を踏まえた 

    点検周期の延伸 等 

 ○委託契約方法等の見直し【諸経費】 

   ・カスタマーセンター業務の委託契約方法等の見直しによる委託費低減 等 

＜緊急避難的な対応＞

 ○収支改善のための緊急避難的な支出抑制【設備投資，修繕費，諸経費】

   ・発電・ネットワーク設備の補修工事の繰延・規模縮小 等
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（２）平成２６年度の収支実績

・経営効率化努力に加え，原油価格の低下による燃料費の減少などにより，    

平成２６年度は３０３億円の当期純利益となりました。

【個別収支の実績】 （単位：億円，未満切捨て） 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

経

常

収

益

営

業

収

益

料
金
収
入

電 灯 料 4,007 4,024 4,061 4,197 4,118

電 力 料 5,548 5,777 5,866 6,176 6,352

小  計 9,555 9,802 9,928 10,374 10,470

地帯間・他社販売電力料ほか 732 1,355 1,391 1,437 1,747

計 10,288 11,157 11,319 11,811 12,218

そ  の  他 114 128 159 153 174

合     計 10,402 11,285 11,479 11,965 12,392

経

常

費

用

人  件  費 1,067 1,114 1,145 1,081 963

原

料

費

燃 料 費 2,544 3,199 3,665 4,013 3,645

地帯間・他社購入電力料 2,001 2,018 2,197 2,332 2,542

計 4,545 5,218 5,862 6,346 6,188

設
備
関
係
費

修 繕 費 901 1,000 1,073 925 822

減価償却費 1,155 1,116 1,020 972 973

支 払 利 息 261 258 242 241 228

計 2,317 2,375 2,337 2,139 2,024

公 租 公 課 610 606 581 579 575

そ  の  他 1,713 1,767 1,933 2,000 2,141

合     計 10,254 11,082 11,860 12,147 11,893

経 常 利 益(損失) 147 203 ▲381 ▲182 498

渇水準備金引当又は取崩し - 20 ▲ 20 3 5

原子力発電工事償却 

準備金引当又は取崩し 
121 78 15 37 18

特 別 利 益 - - - - -

特 別 損 失 68 - - - -

法 人 税 等 57 99 ▲ 25 ▲ 27 5

法人税等調整額 ▲ 69 18 ▲ 84 ▲  8 165

当期純利益(損失) ▲ 30 ▲ 13 ▲266 ▲188 303
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２．平成２７年度の見通し 

（１）平成２７年度の経営効率化計画

・当社は収支改善に向け，工事・施策の緊急避難的な繰延等を含めさまざまな観点

から経営効率化に取り組んできました。しかし，設備の点検・補修の繰延等は  

供給信頼度を維持する観点から限界を迎えつつあり，高稼働が続く火力発電所の

点検・補修やネットワーク設備の経年化対策工事は増加傾向にあります。 

・こうした中でも，競争発注の拡大などによる請負・資機材等の調達コスト低減等

に取り組み，平成２７年度は２８０億円程度の経営効率化を計画しました。 

・この効率化計画の確実な実施に加え，実施段階におけるさらなる効率化を目指し，

努力してまいります。 

平成２７年度 計画 

経営効率化額（設備投資，費用計） ２８０億円程度 

（２）平成２７年度の収支見通し

・原料費等，電力需給に係る費用を合理的に予想することが困難であることから，

平成２７年度の営業利益，経常利益，当期純利益を見通すことはできないため，

未定としています。 

今後，業績予想が可能となった時点で，速やかにお知らせいたします。 

・当社は島根原子力発電所の早期稼働に向け安全対策等に取り組んでいるところです。 

 これに加え，供給信頼度を維持する観点から発電・ネットワーク設備の経年化  

対策等を着実に進めていく必要があり，これらに伴う工事は増加傾向にあります。 

・抜本的な収支の改善・経営の安定化に不可欠な原子力発電所が稼働するまでの間

は厳しい状況が続きますが，コスト低減に全社を挙げて取り組み，できる限り  

現行の電気料金を維持してまいりたいと考えています。 

〒730-8701 広島市中区小町４番３３号 

中国電力株式会社 

℡ 082-241-0211（代） 

http://www.energia.co.jp/ 


